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ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。
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ADC10040/ADC10040Q
10ビット、40MSPS、3V、55.5mW A/Dコンバータ

概要

ADC10040 は、アナログ入力信号を 40MSPS のサンプリング・
レートで 10 ビット長のデジタル・データに変換できるモノリシック
CMOS A/Dコンバータです。本デバイスはデジタル・エラー訂正
機能とオンチップのサンプル /ホールド回路を備えた差動式パイプ
ライン型アーキテクチャを採用しており、完全なコンバージョン・ソ
リューションを実現します。また、消費電力を最小限に抑えなが
ら優れた動的性能を確保しています。独自のサンプル・ホールド
段により、400MHzのフルパワー帯域幅を得ています。ADC10040
の消費電力は、基準電流も含めて単電源 3.0V、40MSPS動作
でわずか 55.5mWです。スタンバイ機能を使うと消費電力はわず
か 13.5mWまで下がります。

差動入力の振幅範囲は 2.0VP-P、1.5VP-P、1.0VP-Pから選択可
能で、シングルエンド入力としても構成できます。ただし、本デバ
イスの性能を最大限に引き出すには差動入力を適切に使用する
ことを推奨します。内蔵の高精度バンドギャップ・リファレンスに
よって ADC のフルスケール・レンジが確保されますが、より精度
が必要なアプリケーションにも対応できるようにバッファしたリファレ
ンス電位を外部から与えることも可能です。出力データ・フォー
マットは、オフセット・バイナリまたは 2 の補数のいずれかを選択
可能です。

ADC10040Qは車載グレードの生産フローで製造し、AEC-Q100
グレード 3認定済みです。

28 ピンの TSSOP パッケージで供給可能で、動作温度範囲は、
工業用機器に適用される－ 40℃から＋ 85℃までです。

特長

■ 単一＋ 3V電源で動作
■ フルスケール入力振幅は 2.0 VP-P、1.5 VP-P、1.0 VP-Pから
選択可能

■ － 3 dB入力帯域幅   400MHz
■ 低消費電力
■ スタンバイ・モード
■ リファレンス電位生成回路とサンプル /ホールド・アンプを内蔵
■ オフセット・バイナリまたは 2の補数による出力データ形式
■ 出力ドライバ電源の分離により2.5Vや3.3Vロジックとのインタ
フェースに対応

■ AEC-Q100 グレード 3 認定

■ 28ピンTSSOPパッケージ

主な仕様
■ 分解能 10ビット
■ サンプリング・レート 40 MSPS
■ フルパワー帯域幅 400 MHz
■ DNL ± 0.3 LSB (typ)
■ SN比 (fIN＝ 11 MHz) 59.6 dB (typ)
■ SFDR (fIN＝ 11 MHz) － 80 dB (typ)
■ 消費電力 40MHz 55.5 mW

アプリケーション
■ 超音波映像装置
■ 計測機器
■ 携帯電話の基地局、受信機
■ ソナー、レーダ
■ xDSL
■ 無線ローカル・ループ
■ 業務用カメラ
■ DSPのフロント・エンド

ピン配置図
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ピン説明および等価回路

ピン番号 記号 等価回路 説明
アナログ入出力 (I/O)

12 VIN
－

反転アナログ入力信号。基準電圧を 1.2Vにしたときのフル
スケール入力信号レベルは差動 1.0VP-Pです。シングルエン
ドで動作させる場合はこのピンをVCOM (4ピン )に接続しま
す。

13 VIN
＋ 非反転アナログ入力信号。基準電圧を 1.2Vにしたときのフ

ルスケール入力信号レベルは差動 1.0VP-Pです。

6 VREF

基準電圧入力ピン。このピンとVSSAの間にバイパス・コン
デンサとして 0.1μFのモノリシック・コンデンサを 1つ挿入し
てください。VREFは公称 1.20Ｖです。必要であればこのピ
ンを外部 1.20Ｖリファレンス電圧で駆動することも可能です。
このピンに負荷を接続してはなりません。

7
4
8

VREFT
VCOM
VREFB

これらのピンは高インピーダンスの基準電圧用バイパス・ピン。
各ピンとVSSAの間に 0.1μFのコンデンサを 1つずつ挿入し
てください。 これらのピンに負荷を接続してはなりません。
VCOMを使って入力コモン電圧 VCMを設定できます。

デジタル入出力 (I/O)

1 CLK
デジタル・クロック入力ピン。入力周波数範囲は 20MHz～
40MHzです。このクロック・パルスの立ち上がり端でアナロ
グ入力信号がサンプリングされます。

15 DF
DF＝Highのとき、2の補数

DF＝Lowのとき、オフセット・バイナリ

28 STBY
スタンバイピン。このピンが Highのとき、コンバータはスタンバ
イ・モードになります。Lowレベルの時は、通常動作になりま
す。

5 IRS (Input 
Range Select)

IRS＝VDDAのとき、入力電圧範囲 2.0 VP-P
IRS＝VSSAのとき、入力電圧範囲 1.5 VP-P
IRS＝開放のとき、入力電圧範囲 1.0 VP-P

VIN＋ピンとVIN－ピンの両方を使用する場合 (または差動モー
ドの場合 )、ピーク・ツー・ピーク電圧は差動電圧（VIN＋－
VIN－）での参照となります。
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ピン番号 記号 等価回路 説明

デジタル入出力 (I/O)

16–20, 23–27 D0–D9 デジタル・データ出力です。D0がバイナリ出力ワードの
LSBであり、D9が同MSBです。

アナログ電源

2, 9, 10 VDDA

正のアナログ電源電圧ピン。このピンは 3本とも共通の安定
した 3.0V電源に接続してください。各電源ピンとAGND
の間のバイパス・コンデンサとして、各ピンから1cm以内の
所に 0.1μFのモノリシック・コンデンサを 1つずつ挿入して
ください。 合わせて、4.7μFのコンデンサを並列に接続して
ください。

3, 11, 14 VSSA アナログ電源のグラウンド帰路ピン。

デジタル電源

22 VDDIO

ADC10040の出力ドライバ用の正のデジタル電源ピン。ピン
から1cm以内に配置した 0.1μFのモノリシック・コンデンサ
を使って、このピンをデジタル・グラウンドにバイパスしてくだ
さい。合わせて、4.7μFのコンデンサを並列に接続してくだ
さい。このピンにはVDDAよりも300mV以上高い電圧を印
加してはなりません。

21 VSSIO

出力ドライバ用デジタル電源のグラウンド・ピン。このピンは
グラウンド・プレーンに接続してください。アナログ回路の近
くには接続しないでください。
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絶対最大定格 (Note 1、2)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格

コンバータの電気的特性
特記のない限り次の仕様が適用されます。VSSA＝VSSIO＝ 0V、VDDA＝＋ 3.0V、VDDIO＝＋ 2.5V、VIN＝ 2 VP-P、STBY＝ 0V、
VREF＝ 1.20V、(外部供給 ) fCLK＝ 40 MHz、デューティ・サイクル 50％、CL＝ 10pF/ピン。太文字表記のリミット値は TA＝ TMIN
～ TMAXにわたって適用され、その他のすべてのリミット値は TA＝ 25℃に対して適用されます。

VDDA、VDDIO 3.9V
任意のピンの対 GND電圧 －0.3V～VDDA、

またはVDDIO ＋0.3V
各ピンの入力電流 ± 25 mA
パッケージ入力電流 (Note 3) ± 50mA
TA＝ 25℃でのパッケージ損失 (Note 4)参照
ESD耐性 
人体モデル (Note 5) 2500V
マシン・モデル (Note 5) 250V

ハンダ付け温度赤外線 (10秒 )(Note 6) 235℃
保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

動作温度範囲 － 40℃≦ TA≦＋ 85℃
VDDA (電源電圧 ) ＋ 2.7V～＋ 3.6V
VDDIO (出力ドライバ電源電圧 ) ＋ 2.5V～VDDA

VREF 1.20V
|VSSA–VSSIO| ≦ 100 mV
クロック・デューティ・サイクル 30～ 70％
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特記のない限り次の仕様が適用されます。VSSA＝VSSIO＝ 0V、VDDA＝＋ 3.0V、VDDIO＝＋ 2.5V、VIN＝ 2 VP-P、STBY＝ 0V、
VREF＝ 1.20V、(外部供給 ) fCLK＝ 40 MHz、デューティ・サイクル 50％、CL＝ 10pF/ピン。太文字表記のリミット値は TA＝ TMIN
～ TMAXにわたって適用され、その他のすべてのリミット値は TA＝ 25℃に対して適用されます。 
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AC電気的特性
特記のない限り次の仕様が適用されます。VSSA＝VSSIO＝ 0V、VDDA＝＋ 3.0V、VDDIO＝＋ 2.5V、VIN＝ 2 VP-P (フルスケール )、
STBY＝ 0V、VREF＝ 1.20V、(外部供給 ) fCLK＝ 40 MHz、デューティ・サイクル 50％、CL＝ 10pF/ピン。太文字表記のリミット値
は TA＝ TMIN～ TMAXにわたって適用され、その他のすべてのリミット値は TA＝ 25℃に対して適用されます。

Note 1: 「絶対最大定格」とは、IC に破壊が発生する可能性のあるリミット値をいいます。「動作定格」とはデバイスが機能する条件を示しますが、特定の性
能リミット値を示すものではありません。保証された仕様、試験条件については「電気的特性」を参照してください。保証された仕様はリストに示された
試験条件でのみ適用されます。デバイスが記載の試験条件下で動作しない場合、いくつかの性能特性が低下することがあります。

Note 2: 特記のない限り、すべての電圧はGND＝VSSA＝VSSIO＝ 0Vを基準にして測定されています。
Note 3: いずれかのピンで入力電圧 (VIN)が電源電圧を超えた場合 (すなわちVIN＜ VSSA、またはVIN > VDDA、VDDIOまたはVDRのとき)、そのピンの入力

電流を 25mA以下に制限しなければなりません。最大パッケージ入力定格電流 (50mA)により、電源電圧を超えて 25mAの電流を流せるピン数は 2本
に制限されます。

Note 4: 温度上昇時の動作では、最大消費電力の定格を TJmax (最大接合部温度 : このデバイスの場合、TJmaxは 150℃ )、θJA (接合部・周囲温度間熱
抵抗 )、TA (周囲温度 )に従ってディレーティングしなければなりません。任意温度における最大許容消費電力は、PDMAX＝ (TJmax－TA) / θJAまた
は「絶対最大定格」で示される値のうち、いずれか低い方の値です。ボード実装時におけるこのデバイスの代表的な熱抵抗θJAは 28ピンTSSOPで
は 96℃ /W、25℃での最大許容消費電力は、PDMAX = 1,302mW、85℃の最大動作周囲温度では、677mWになります。通常動作時のこのデバイ
スの消費電力は代表値で約 55.5mWになることに注意してください。上記の最大許容消費電力の値にまで上がる場合は、ADC10040が何らかの異常
な状態で動作しているときのみです。

Note 5: 人体モデルの場合、100pF のコンデンサから直列抵抗 1.5kΩを通して各ピンに放電させます。マシン・モデルの場合は、220pF のコンデンサから直接
各ピンに放電させます。

Note 6: 235 ℃のリフロー温度は赤外線リフローを指しています。気相リフロー (VPR: Vapor Phase Reflow) の場合は別の条件が適用されます。気相リフローの
場合は最低 60秒間はパッケージ本体の上面温度を 183℃よりも高く維持してください。パッケージ本体の表面温度は 220℃を超えてはなりません。183
℃を超えるのが許されるのはリフロー・サイクル 1回につき1回だけです。

Note 7: アナログ入力は、以下に示されるように保護されています。入力電圧が電源電圧レールを超えて 500mVまで振幅する場合にはデバイスが損傷を受ける
ことはありません。ただし、差動入力のいずれかが VDDAか VDDIOより高く、かつ一方が VSSAか VSSIOより低い場合、入力誤差が生じます。

Note 8: VCOMは室温で測定した標準的な値です。 これは試験によって保証されていません。 このピンに負荷を接続しないでください。
Note 9: 精度を保証するために、各電源電圧差を |VDDA–VDDIO|≦ 100mVにし、かつそれぞれの電源ピンに別個のバイパス・コンデンサが必要となります。
Note 10: 2VP-P差動入力のテスト条件で、10ビットの 1LSBは 1.95mVになります。
Note 11: 代表値 (Typical)は、TA＝TJ＝ 25℃で得られる最も標準的な数値です。テスト・リミット値はナショナル セミコンダクター社の平均出荷品質レベルAOQL

(Average Outgoing Quality Level)に基づき保証されます。
Note 12: タイミング特性は、TTLロジック・レベル (立ち下がりエッジが VIL＝ 0.4V、立ち上がりエッジが VIH＝ 2.4V)でテストされます。
Note 13: 最適なダイナミック性能は、リファレンス入力を 1.2Vに維持すると得られます。
Note 14: IDDIOとは、出力ドライバのスイッチング処理に消費される電流のことです。この値を決める主な要素は、出力ピンの負荷容量、電源電圧、VDR、出力信号

のスイッチング・レートです。出力信号のスイッチング・レートは入力信号に左右されます。IDRは、IDR＝VDR× (C0× f0＋C1× f1＋C2× f2 ＋ ....C11× f11)
の式で計算されます。VDRは出力ドライバ用の電源電圧、Cnは当該出力ピンの総負荷容量、fnは当該出力ピンの平均スイッチング周波数です。

Note 15: 消費電力には出力ドライバの電力も含まれています (fIN＝ 0 MHz)。
Note 16: VIN－とVIN＋の間にコンデンサを使用することによってこの入力帯域幅を制限できます。
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アパーチャ・ディレイ (APERTURE DELAY)は、クロック・パル
スが立ち上がってから入力信号が取り込まれるか保持されるかま
での時間です。

アパーチャ・ジッタ (APERTURE JITTER) は「APERTURE
UNCERTAINTY」 (アパーチャ・ディレイのばらつき )とも言いま
す。サンプルとサンプルの間のアパーチャ・ディレイのばらつきで
す。アパーチャ・ジッタは出力のノイズとして現れます。

同相電圧 (COMMON MODE VOLTAGE: VCM)とは、ADCの
差動入力ピンのいずれにも共通して現れる直流電位です。

変換レイテンシ (CONVERSION LATENCY)については「パイ
プライン・ディレイ」 (PIPELINE DELAY)を参照ください。

微分非直線性 (DIFFERENTIAL NON-LINEARITY: DNL)は、
理想的なステップである1LSBからの最大偏差として表されます。

デューティ・サイクル (DUTY CYCLE)とは、繰り返し波形の周
期に対するHigh期間の割合です。本データシートに記載されて
いるデューティ・サイクルの仕様は、ADC のクロック入力信号に
対して適用されます。

有効ビット (EFFECTIVE NUMBER OF BITS: ENOB)は、信
号 /(ノイズ＋歪み)比またはSINADの別の規定方法です。ENOB
は (SINAD－ 1.76)/6.02として定義され、この値のビット数をもつ
理想的な A/Dコンバータに等しいコンバータであることを意味しま
す。

フルパワー帯域幅 (FULL POWER BANDWIDTH)は、フルス
ケール入力に対して再現される出力基本周波数特性で低周波
数帯域に対して 3dB落ちる周波数として測定されます。

ゲイン誤差 (GAIN ERROR)は、伝達関数の実測値と理想カー
ブとの偏差です。次の式で計算できます。

ゲイン誤差＝正側フルスケール誤差－負側フルスケール誤差

積分非直線性 (INTEGRAL NON-LINEARITY: INL)は、負の
フルスケールから正のフルスケールまで引いた直線から各個別
コードとの偏差を表します。 この直線と任意のコードとの偏差は、
各コード値の中央から測定します。

ミッシング・コード (MISSING CODES)は、ADCから出力され
ない出力コードです。ADC10040 は、ミッシング・コードのないこ
とが保証されています。

負のフルスケール誤差 (NEGATIVE FULL SCALE ERROR)
は、負のフルスケール・コードから最初のコードに遷移を生じさせ
る入力電圧 (VIN

＋－VIN
－ )の差で、理想値は 0.5LSBです。

オフセット誤差（OFFSET ERROR）は、コード 01 1111 1111か
らコード 10 0000 0000への遷移を引き起こす入力電圧です。

出力ディレイ (OUTPUT DELAY)は、クロック入力の立ち上がり
エッジから出力ピンにアップデートされたデータが現われるまでの
遅延時間です。

パイプライン・ディレイ (PIPELINE DELAY: LATENCY)は、変
換開始からその変換結果が出力バスに有効になるまでの期間を
クロックサイクル数で表したものです。任意に与えられたサンプリ
ングに対するデータは、そのサンプリングが行われた後、パイプラ
イン・ディレイおよび出力ディレイの出力ピン上で有効になります。
新しいデータはクロック・サイクルごとに有効ですが、その出力デー
タはパイプライン・ディレイ分の変換ラグがあります。

正のフルスケール誤差(POSITIVE FULL SCALE ERROR)は、
最後のコード遷移点の実測値と(正側フルスケール－1.5LSB)の
理想値とのずれです。

信号 /ノイズ比 (SIGNAL TO NOISE RATIO: SNR)は、クロッ
ク信号の 1/2 以下の周波数における、歪みとDC 成分を除いた
その他すべてのスペクトラル成分の実効値に対する入力信号の
実効値の比で、dBで表されます。

信号 / ( ノイズ＋歪み ) 比 (SIGNAL TO NOISE PLUS
DISTORTION RATIO: S/(N＋ D)またはSINAD)は、クロック
信号の 1/2以下の周波数における、歪みを含め DC成分を除い
たその他すべてのスペクトラル成分の実効値に対する入力信号
の実効値の比として表されます。

スプリアス・フリー・ダイナミック・レンジ (SPURIOUS FREE
DYNAMIC RANGE: SFDR) は、入力信号の実効値に対する
ピーク・スプリアス信号との差で、dB で表されます。ここで言う
ピーク・スプリアス信号は、出力スペクトラムに現われる任意のス
プリアス信号で、入力に現われるものではありません。

全高調波歪み (TOTAL HARMONIC DISTORTION:THD)は、
出力に現れる2次から6次までの高調波レベルの二乗和平方根
と基本周波数のレベルとの比で、dBc で表されます。全高調波
歪み THDは次式から求められます。

f1は基本 (出力 )周波数の実効パワー、f2から f6は 2次から6
次までの高調波の実効パワーです。

第 2次高調波歪み (2nd Harm) は、出力に現れる入力周波数
の実効パワーと 2 次高調波のパワーとの差を、dBで表した値で
す。

第 3次高調波歪み (3nd HARM)は、出力に現れる周波数の実
行パワーと3次高調波のパワーとの差を、dBで表した値です。
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タイミング図

FIGURE 1.   Clock and Data Timing Diagram

変換特性

FIGURE 2.   Input vs. Output Transfer Characteristic
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特記のない限り次の仕様が適用されます。 VSSA＝VSSIO＝ 0V、 VDDA＝＋ 3.0V、VDDIO＝＋ 2.5V、VIN＝ 2 VP-P、STBY＝ 0V、
VREF＝ 1.2V (外部供給 )、 fCLK＝ 40MHz、fIN＝ 19MHz、デューティ・サイクル 50％。

DNL DNL vs. fCLK

DNL vs. Clock Duty Cycle (DC input) DNL vs. Temperature

INL INL vs. fCLK
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代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り次の仕様が適用されます。 VSSA＝VSSIO＝ 0V、 VDDA＝＋ 3.0V、VDDIO＝＋ 2.5V、VIN＝ 2 VP-P、STBY＝ 0V、
VREF＝ 1.2V (外部供給 )、 fCLK＝ 40MHz、fIN＝ 19MHz、デューティ・サイクル 50％。

INL vs. Clock Duty Cycle SNR vs. VDDIO

SNR vs. VDDA SNR vs. fCLK

INL vs. Temperature SNR vs. Clock Duty Cycle



12www.national.com/JPN/

A
D

C
10

04
0/

A
D

C
10

04
0Q 代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り次の仕様が適用されます。 VSSA＝VSSIO＝ 0V、 VDDA＝＋ 3.0V、VDDIO＝＋ 2.5V、VIN＝ 2 VP-P、STBY＝ 0V、
VREF＝ 1.2V (外部供給 )、 fCLK＝ 40MHz、fIN＝ 19MHz、デューティ・サイクル 50％。

SNR vs. Temperature THD vs. VDDA

THD vs. VDDIO THD vs. fCLK

SNR vs. IRS THD vs. IRS
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代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り次の仕様が適用されます。 VSSA＝VSSIO＝ 0V、 VDDA＝＋ 3.0V、VDDIO＝＋ 2.5V、VIN＝ 2 VP-P、STBY＝ 0V、
VREF＝ 1.2V (外部供給 )、 fCLK＝ 40MHz、fIN＝ 19MHz、デューティ・サイクル 50％。

SINAD vs. VDDA SINAD vs. VDDIO

THD vs. Clock Duty Cycle SINAD vs. Clock Duty Cycle

THD vs. Temperature SINAD vs. Temperature
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特記のない限り次の仕様が適用されます。 VSSA＝VSSIO＝ 0V、 VDDA＝＋ 3.0V、VDDIO＝＋ 2.5V、VIN＝ 2 VP-P、STBY＝ 0V、
VREF＝ 1.2V (外部供給 )、 fCLK＝ 40MHz、fIN＝ 19MHz、デューティ・サイクル 50％。

SINAD vs. fCLK SFDR vs. VDDIO

SINAD vs. IRS SFDR vs. fCLK

SFDR vs. VDDA SFDR vs. IRS
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代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り次の仕様が適用されます。 VSSA＝VSSIO＝ 0V、 VDDA＝＋ 3.0V、VDDIO＝＋ 2.5V、VIN＝ 2 VP-P、STBY＝ 0V、
VREF＝ 1.2V (外部供給 ) 、fCLK＝ 40MHz、fIN＝ 19MHz、デューティ・サイクル 50％。

SFDR vs. Clock Duty Cycle Spectral Response @ 11 MHz Input

SFDR vs. Temperature Spectral Response @ 19 MHz Input



16www.national.com/JPN/

A
D

C
10

04
0/

A
D

C
10

04
0Q 機能説明

ADC10040 はパイプライン型アーキテクチャを採用し、かつ誤差
訂正回路を内蔵しているため、性能が最大限まで発揮されます。
差動のアナログ入力信号は 10ビットのデジタル信号に変換されま
す。差動モードの場合の各アナログ入力信号のピーク・ツー・ピー
ク電圧は IRSピン (5ピン )の設定に応じて 1.0V、0.75V、または
0.5Vを選択することができ、また VCMを中心電圧として、それ
ぞれ位相を 180°ずらす必要があります。シングルエンド動作を望
む場合は VIN－をVCOMピン (4ピン )に接続します。その場合
シングルエンド入力信号をVIN＋に印加し、また、電圧範囲の平
均値はVCMでなければなりません。信号振幅は、IRSピン (5ピ
ン )の設定に応じて、2.0V、1.5V、または 1.0Vを選択すること
ができます。

アプリケーション情報

1.0アナログ入力

ADC10040は、VIN＋とVIN－の 2つのシングルエンド・アナロ
グ入力を備えています。この 2 本のピンを組にして差動入力ピン
として使います。VCOMピンを用いてコモンモード電圧を設定でき
ます。 

1.1 基準電圧ピン

ADC10040は基準電圧 1.2Vで動作するよう設計されています。
VCOM、VREFT、VREFBの各電圧は基準電圧から生成されてい
ます。また、入力信号の振幅が大きいほど THDも劣化します。
基準電圧および入力信号に対するすべてのグラウンドは、グラウ
ンド経路に流れるノイズ電流の影響を抑えるため、アナログ・グラ
ウンド層に対して一点アースで接続するのが極めて重要になりま
す。3本の基準電圧バイパス・ピン (VREF、VREFT、VREFB)は
バイパス専用です。各ピンとグラウンドの間に 0.1μFのコンデンサ
を 1つずつ挿入してください。この 3本のピンには絶対に負荷を
接続しないでください。

1.2 VCOMピン

このピンの電圧はコモンモード入力電圧を設定する電圧基準とし
て働きます。また、このピンに VIN－に接続すると、VIN＋をシン
グルエンド入力として使用できます。このピンは 0.1μF以上のコン
デンサを用いたバイパスが必要です。これらのピンには絶対に負
荷を接続しないでください。

1.3 入力信号

信号入力にはVIN＋とVIN－があります。入力信号振幅は
VIN＋－VIN－として定義され、図式的に表わすとFigure 3のよ
うになります。

FIGURE 3.   Input Voltage Waveforms for a 2VP-P Input

Figure 4にシングルエンド入力信号を示します。

FIGURE 4.   Input Voltage Waveform for a 2VP-P Single 
Ended Input

アナログ入力ピンの内部回路ではスイッチングが行われるため、入
力ピンから電流が帰ってきます。この電流をアナログ入力信号の
駆動源側で打ち消そうとすると入力信号にノイズが乗ります。この
影響を最少にするには、Figure 5に示すように、入力ピンのそれ
ぞれに 18Ωの抵抗を 1つずつ直列に挿入し、さらに入力ピン同
士を 1つの 25pFコンデンサで接続してください。取り付ける位置
はADCのすぐ近くにしてください。その理由は、ADCの入力ピ
ンが全体の中でも最も敏感な部分であり、入力信号にフィルタをか
けるには最後のポイントであるためです。2つの 16Ω抵抗および
24pFコンデンサと、4pF ADC入力容量によって－ 3dB、周波数
177MHzのローパス・フィルタを形成します。

1.4 CLKピン

CLK 信号はサンプリングのタイミングを決めます。クロック入力に
は、「AC電気的特性」の表に記載されている周波数範囲にあっ
て、立ち上がり時間と立ち下がり時間が 2ns 未満の安定した低
ジッタ・クロック信号を与えてください。クロック信号の配線パター
ンは最短とし、アナログ、デジタルを問わず他の一切の信号線と
交差しないようにしてください。CLK信号は内部のステート・マシ
ンのクロックとしても使われます。クロック入力が中断されたり周波
数があまりにも低いと、出力データの精度が低下するポイントまで
内部コンデンサの電荷を消失する可能性があります。この理由に
よりサンプリング・レートの下限は 10MSPS となっています。すべ
ての A/D コンバータで、クロックのデューティ・サイクルは性能に
影響します。しかし正確なデューティ・サイクルを維持するのは難
しいため、ADC10040 では広い範囲のデューティ・サイクルに対
して性能を発揮するように設計されています。性能の規定と保証
はデューティ・サイクル 50%を条件としていますが、「AC電気的
特性」の表に記載されているクロック・デューティ・サイクル範囲
にわたって、性能は一般に維持されます。 なおクロックの Low時
間とHigh 時間の両方が、同時に最小クロック幅となることはあり
ません。

1.5 STBYピン

コンバータが使われない場合には、STBYピンをHighレベルにす
るとADC10040がパワーダウン・モードになります。これによって、
未使用時の消費電力が抑えられます。この状態での消費電力は
13.5mW です。パワーダウン・モード時の出力データ・ピンの状
態がどうなるかは決まっていません。パワーダウン・モード時の消
費電力はクロック周波数の影響を受けず、またクロック信号が入
力されていてもいなくても影響を受けません。パワーダウン中のパ
イプライン中のデータは、破壊されます。

1.6 DFピン

DF (Data Format)ピンが High のとき、ADC10040は 2 の補数
データ・フォーマットを出力します。DFピンをLowレベルにすると
出力フォーマットはオフセット・バイナリになります。
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1.7 IRSピン

IRS ( 入力範囲選択）ピンによってフルスケール出力を生む入力
信号振幅を選択します。次の表に IRSピンの機能を示します。

TABLE 1.  IRS Pin Functions

1.8 出力ピン

ADC10040には、TTL/CMOS 互換のデジタル・データ出力ピン
が 10本付いています。DFピンおよび STBYピンに Lowレベル
の電圧を印加している間は、この出力ピンにオフセット・データが
バイナリで出力されます。 tOD 時間も出力タイミングの情報にはな
りますが、有効な出力データをとらえる簡単な方法の 1 つは、変
換クロック・パルスの立ち上がり端でデータをラッチすることです。
容量の多いバスを駆動するときは注意が必要です。変換のたび
に出力ドライバで充電しなければならない容量が増えるほど、
VDDIOと VSSIOに流れる瞬時デジタル電流の量が増えます。こ
のような大きな充電電流スパイクは、チップ上でのグラウンド・ノイ
ズの原因となり、またアナログ回路部にも結合するため、動的性
能が劣化しかねません。適切なバイパス、負荷容量の低減、グ

ラウンド層の適切な設計等によって、このような現象の軽減が図れ
ます。また、バス・ラインの負荷容量が仕様値 10pF/pinを超え
ると tODが増え、その結果、ADCの出力データを正しくラッチす
るのが難しくなります。その場合、動的性能が劣化する恐れがあ
ります。デジタル出力のスイッチングによるノイズを最小にするには、
デジタル出力の負荷電流を最小にします。そのためには負荷容
量を最小限にし、ADC出力と他の回路の間にバッファを接続しま
す。それによって配線パターンやその他回路の持つ容量から出
力ピンが分離されるため出力電流が抑えられます。この措置を講
じないと性能が低下する場合があります。 ADC の出力ピンとバッ
ファICの入力ピンは一対一で接続してください。 tOD時間も出力
タイミングの情報にはなりますが、有効な出力データをとらえる簡単
な方法の 1つは、変換クロック・パルスの立ち上がりエッジでデー
タをラッチすることです。

1.9 アプリケーション回路

ADC10040 を使用した簡単な回路例を次に示します。Figure 5
は差動入力の例、Figure 6はシングルエンド・アプリケーション回
路の例です。

1.9.1 狭帯域 AC信号

Figure 5 は、AC 結合された差動入力の標準的な回路を示して
います。 ADC10040の 16Ω抵抗および 24pFコンデンサと4pF入
力容量によって－ 3dBの 177MHz入力帯域が提供され、VCOM
の 0.1μFコンデンサによってトランスのセンタータップのコモン動作
電圧が安定化されます。

FIGURE 5.   A Simple Application Using a Differential Driving Source
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1.9.2 DCアプリケーション

超低周波数および DC入力アプリケーションでは、特に入力がシ
ングルエンドで、差動入力信号の利点を活用することが望ましい
場合に、DC結合のアンプまたはバッファが必要となることがありま
す。 Figure 6は、Figure 5のトランスの代わりに使用できる入力駆
動回路を示しています。LMH6550は非常に優れた性能を持ち、
このアプリケーションに適しています。 LMH6550のコモンモード出
力電圧はVCM入力と同じです。

1.9.3 シングルエンド・アプリケーション

シングルエンド入力を使用するときの ADC10040の性能は、差動
入力を使用するときの性能よりも劣ります。 Figure 7にシングル・エ
ンド入力時の回路例を示します。アプリケーションに応じて使いわ
けてください。

FIGURE 6.   Using the LMH6550 for DC and wideband 
applications
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FIGURE 7.   A Simple Application Using a Single Ended Driving Source
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。
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